今月の樹「マルバアオダモ」
　マルバアオダモは当甲山森林公園をはじめ大阪近郊の低山ではよく見かけられる樹であるが種名がピンとこない。この種名を言えば必ず「葉は丸くないじゃないか」という言葉が帰ってくる。「葉身が丸いのではなく、アオダモに似るが葉の縁に鋸歯がないのでマルバアオダモという」と説明するが、どれだけの人が納得するであろうか？　そもそも「アオダモ」自体、「野球のバット」に使われる木という知識はあっても実際に観たという人は少ないであろう。其れもそのはず、「アオダモ」は寒冷地を好む樹であるため、東北や北海道が主産地、この付近では殆ど見られない樹である。
　名の由来は前述のようにアオダモによく似ていて、葉の縁の鋸歯がないか、ほとんど目立たないので、葉の縁が「丸い」の意味で「マルバ」となったわけで、葉が丸いわけではない。アオダモのアオの由来はいくつかの説があり、雨上がりに樹皮が緑青色になること、枝を水に浸けて暫くすると水が青い蛍光色になることで、高級感を出すために黒墨に加えて青墨を作るための着色剤として利用されたこと、あるいは青い染料に利用されたことなどによると言われている。
また、「ダモ」あるいは「タモ」の名の由来ははっきりとはしていないようであるが、一説には、材が弾力性に富み「たわめる」ことができるの意味から「たわむ木」となり、さらに「タモ」に転訛したという説もある。 
　マルバアオダモ（丸葉青梻、学名：Fraxinus sieboldiana）は、モクセイ科

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%8D%E3%83%AA%E3%82%B3%E5%B1%9E" \o "トネリコ属" トネリコ属の落葉

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9C%A8" \o "高木" 高木。雌雄異株。別名、ホソバアオダモ、トサトネリコ、コガネアオダモ、コガネヤチダモ。
北海道から九州、朝鮮に生育する落葉の高木でやや乾燥した痩せ地に生育する。幹の高さは５～１５mになる。若い枝は緑色で、若枝や花序、葉柄には細毛があり、次年には灰白色になる。
葉は、長い葉柄をもって枝に対生し、小葉は３～５、ときに７葉からなる奇数羽状複葉で、小葉の形は卵形から卵状長楕円形になる。葉の先端は鋭尖形で、基部はゆが
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んだくさび形になる。葉身の長さ３～７ｃｍ、幅１．５～３ｃｍ、ふつう葉の裏面の中脈沿いに白毛が生えるがのちに無毛になる場合がある。
花：春４～５月に白い房状の花を咲かせる。

雌雄異株であり、雌株の花序は雄株の花序に比

べ花数が少なく、まとまっている。花弁は４枚で細長い。雌株の花は１本の雌しべと２本の雄しべがある。雌しべの根元は赤紫色であり、柱頭はさじ型である。まず雄しべが成熟し、その後に雌しべが成熟する雄性先熟種である。雄株の花は雌しべが退化しており、２本の雄しべだけがある。
果実は翼果で長さ２～２．５ｃｍ、幅４～５ｍｍの倒披針形、開裂しない。花の後の若い果実は明るい紫色を帯び美しい。１０月ごろに成熟し風に運ばれる。
冬芽は、枝先に長さ４～６ｍｍの広卵形で、対生の頂生側芽を伴う。芽鱗は１，２対見え、紫がかった灰色の微細な粉状毛におおわれ、葉痕は半円形である。ともかく、特徴のある冬芽であるので、厳冬期の恰好の観察対象である。
材は、弾力性があるので器具材などに使われるとのこと。 なお、アオダモの材は野球のバット材に使われることでよく知られていますが本種が使えるのか否かは不明です。  
　また、アオダモでは、樹皮を天日乾燥したものを生薬「秦皮（しんぴ）」と呼び、消炎、収斂（しゅうれん）薬や結膜炎などの洗眼に使用しますが、マルバアオダモが同様に使用されるかどうかも不明です。 
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